特殊肥料生産業に係る届出書（肥料の品質の確保等に関する法律第20条）
１　新規に特殊肥料の生産業を開始する場合





　　肥料の生産を開始する１週間前までに、下記の届出が必要です。
	提　出　書　類
	部 数

	特殊肥料生産業者届出書
	２

	生産工程概要書
	１

	登記簿謄本または住民票の写し
	１

	生産する事業場及び保管する施設の地図
	１

	記載する表示
	１

	含有成分分析結果表
	１


· 堆肥、動物の排せつ物、混合特殊肥料（堆肥，動物の排せつ物を含むもの）においては、主要な成分の含有量等の表示が必要です（特殊肥料に記載する表示についてをご確認ください）。

· 含有成分分析結果表は、特殊肥料（堆肥，動物の排せつ物、混合特殊肥料（堆肥，動物の排せつ物を含むもの））又は含有成分に規制のある特殊肥料（石灰処理肥料，含鉄物等）を生産する場合に必要です。

· 県内で肥料を販売する際は、肥料販売業に係る届出 もあわせて必要です。

· 他社の生産設備を賃借し、肥料生産を行う場合には、別途届出 が必要です。
２　届出内容を変更する場合







　　届出事項に変更があった場合には、変更があった日から２週間以内に下記の届出が必要です。
	提　出　書　類
	部 数

	特殊肥料生産業者届出事項変更届出書
	２

	変更に応じた書類の提出
	１



　例
代表者の変更 … 登記簿謄本等の写し



生産する事業所の所在地の変更 … 事業所の地図
３　業を廃止する場合







　　業を廃止した日から２週間以内に下記の届出が必要です。

	提　出　書　類
	部 数

	特殊肥料生産事業廃止届出書
	１


４　肥料の生産工程を変更する場合





　　肥料取締法には、特殊肥料の生産工程の変更に係る規定はありませんが、肥料の品質保全と適切な施用を図る観点からみて、生産工程の変更（原料及び材料の変更等）を行う際には、変更前に下記の届出を行ってください。

	提　出　書　類
	部 数

	特殊肥料の生産工程に係る事項変更届
	２

	生産工程概要書
	１


· 変更後の生産工程の概要を添付してください。
· 変更内容により、含有成分分析結果表や記載する表示の添付が必要な場合があります。
【留意事項】
１　届出書は２部提出してください（廃止届出書除く）。１部は受理後、控えとして返送いたします。
２　届出書を郵送する場合には、返信用封筒（切手貼付、あて先記載）及び担当者の名刺等の連絡方法
が分かるものを同封してください。
３　提出する前に、提出書類をFAXで送っていただければ、記載内容について事前に確認いたします。
様式第14号（イ）（第20条関係）
特殊肥料生産業者届出書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日　
富山県知事　新田　八朗　殿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住　所　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＴＥＬ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名（名称及び代表者の氏名）　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

下記により特殊肥料の生産をしたいので、肥料の品質の確保等に関する法律第22条第１項の規定により届け出ます。

記

１　氏名及び住所（法人にあってはその名称、代表者の氏名及び主たる事務所の所在地）
２　肥料の種類
３　肥料の名称
４　生産する事業場の名称及び所在地
５　保管する施設の所在地
様式第14号（ロ）（第20条関係）
特殊肥料生産業者届出事項変更届出書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日　

富山県知事　新田　八朗　殿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住　所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＴＥＬ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名（名称及び代表者の氏名）　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

さきに　　　　　年　 月 　日付けで、肥料の品質の確保等に関する法律第22条第１項の規定により届け出た事項に下記のとおり変更が生じたので、同条第２項の規定により届け出ます。

記

１　変更した年月日
２　変更した事項
３　変更した理由
様式第14号（ハ）（第20条関係）
特殊肥料生産事業廃止届出書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日　

富山県知事　新田　八朗　殿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住　所　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＴＥＬ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名（名称及び代表者の氏名）　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　さきに　　　年　 月 　日付けで、肥料の品質の確保等に関する法律第22条第１項の規定により届け出た特殊肥料の生産事業を下記のとおり廃止したので、同条第２項の規定により届け出ます。

記

１　廃止した年月日
２　生産していた特殊肥料の名称

特殊肥料の生産工程に係る事項変更届
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日　
富山県知事　新田　八朗　殿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住　所　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＴＥＬ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名（名称及び代表者の氏名）　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

下記のとおり届け出た特殊肥料の生産工程について変更したいので、あらかじめ届け出ます。

記

	肥料の種類
	肥料の名称

（届出受理番号）
	変更予定

年 月 日
	変更する事項
	変更する理由
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特殊肥料生産業に係る届出書類の記入例

○ 新規に特殊肥料（牛ふん堆肥の場合）を生産する場合

	特殊肥料生産業者届出書

　　　　　　　　　　　　　　　　　令和〇年〇月〇日

　富 山 県 知 事

新 田  八 朗　殿

　　　　　　　　　　住　所　富山市新総曲輪１番７号

　　　　　　　　　　ＴＥＬ　076-444-4409
　　　　　　　　　　氏　名　○○肥料生産株式会社

　　　　　　　　　　　　　（代）○○　太郎　

下記により特殊肥料の生産をしたいので、肥料の品質の確保等に関する法律第22条第１項の規定により届け出ます。

記

１　氏名及び住所　　

　　富山肥料生産株式会社　（代）○○　太郎

　　富山市新総曲輪１番７号
２　肥料の種類
　　堆肥
３　肥料の名称
とやま牛ふん堆肥
４　生産する事業場の名称及び所在地

　　富山肥料生産株式会社　富山堆肥工場

　　富山市新総曲輪12番34号
５　保管する施設の所在地

　　同　上
	生産工程概要書

　肥料の名称：とやま牛ふん堆肥
工　程

処理場

原材料及び

機械等

所要期間

備考

牛ふんの搬送

（４回/月）

切り返し

（４回/月）

強制発酵

切り返し

（４回/月）

保管

出荷

牛舎

↓
堆肥舎

↓

強制発酵施設

↓

堆肥舎

↓

保管庫

牛ふん（90％）

籾殻（10％）

ｼｮﾍﾞﾙﾛｰﾀﾞｰ

ｽｸｰﾌﾟ式ｴﾝﾄﾞﾚｽﾀｲﾌﾟ

ｼｮﾍﾞﾙﾛｰﾀﾞｰ

製品形態

袋（20kg）ﾊﾞﾗ

生産量

2000t/年予定

２～３ヶ月

１ヶ月

２～３ヶ月

計６ヶ月



	試験成績書（例）

　　　　　　　　　　　　　　　　令和〇年〇月〇日

　富山肥料生産株式会社　殿
　　　　　　　　　　　　とやま肥料分析センター　

　　　　　　　　　　　環境計量士　　△△　××

　平成25年３月10日試験依頼のあった検体の試験結果を下記のとおり報告します。

記

　　検 体 名　　とやま牛ふん堆肥　成分等分析試験

　　検体採取月日　　令和〇年〇月〇日　　　　　

試験項目

試験結果

試験方法

水分

３２．５

％

加熱減量法

窒素全量

３．３

％

硫酸法

リン酸全量

２．６

％

ﾊﾞﾅﾄﾞﾓﾘﾌﾞﾃﾞﾝ酸ｱﾝﾓﾆｳﾑ法

加里全量

１．５

％

原子吸光測光法

炭素率

（c/n比）

１９．０

炭素・乾式燃焼法

銅全量

―

ｍg/kg

原子吸光測光法

亜鉛全量

―

ｍg/kg

原子吸光測光法

石灰全量

―

％

原子吸光測光法


	生産する事業場の所在地（略地図）

住所　富山市新総曲輪12番34号　　　　　　　　


○ 届出事項の変更及び廃止
	特殊肥料生産業者届出事項変更届出書

　　　　　　　　　　　　　　　　　令和〇年〇月〇日
　富 山 県 知 事

新 田  八 朗　殿
　　　　　　　　　住　所　富山市新総曲輪１番７号

　　　　　　　　　ＴＥＬ　076-444-4409
　　　　　　　　　氏　名　○○肥料生産株式会社

　　　　　　　　　　　　（代）○○　二郎

　　　※
さきに令和〇年〇月〇日付けで、肥料の品質の確保等に関する法律第22条第１項の規定により届け出た事項に下記のとおり変更が生じたので、同条第２項の規定により届け出ます。

記

１　変更した年月日

　　令和〇年〇月〇日
２　変更した事項

　　代表者の変更　旧：○○　太郎

　　　　　　　　　新：○○　二郎

３　変更した理由

　　役員改選による代表者の変更

　※　特殊肥料生産業の届出をした年月日（県が受付した年月日）
	特殊肥料生産事業廃止届出書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和〇年〇月〇日
　富 山 県 知 事

新 田  八 朗　殿
　　　　　　　　　住　所　富山市新総曲輪１番７号

　　　　　　　　　ＴＥＬ　076-444-4409
　　　　　　　　　氏　名　○○肥料生産株式会社

　　　　　　　　　　　　（代）○○　二郎

　　　※
さきに令和〇年〇月〇日で、肥料の品質の確保等に関する法律第22条第１項の規定により届け出た特殊肥料の生産事業を下記のとおり廃止したので、同条第２項の規定により届け出ます。

記

１　廃止した年月日

　　令和〇年〇月〇日
２　生産していた特殊肥料の名称

　　とやま牛ふん堆肥

※　特殊肥料生産業の届出をした年月日（県が受付した年月日）


○ 生産工程の変更

	特殊肥料の生産工程に係る事項変更届

　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和〇年〇月〇日
　富 山 県 知 事

新 田  八 朗　殿

　　　　　　　　　住　所　富山市新総曲輪１番７号

　　　　　　　　　ＴＥＬ　076-444-4409
　　　　　　　　　氏　名　○○肥料生産株式会社

　　　　　　　　　　　　（代）○○　二郎

　　　

下記のとおり届け出た特殊肥料の生産工程について変更したいので、あらかじめ届け出ます。

記

肥料の種類

肥料の名称

(届出受理番号)

変更予定年月日

変更する事項

変更する理由

堆肥

とやま牛ふん堆肥

(富山県第×××号）

令和〇年〇月〇日
原材料の変更

旧）

牛ふん、籾殻

新）

牛ふん、樹皮、

籾殻

発酵促進のため




特殊肥料に記載する表示について
〇肥料の品質の確保等に関する法律に基づく表示について
　特殊肥料の種類のうち、告示（「特殊肥料の品質表示基準を定める件」農林水産省告示第1163号）で定めた『堆肥』、『動物の排せつ物』及び『混合特殊肥料』は、下記の様式で包装容器等に記載することが必要です。
	肥料の品質の確保等に関する法律に基づく表示

	肥料の名称　　　　　　○○○○　*１

肥料の種類　　　　　　堆肥　　　*２

届出をした都道府県　　富山県　第×××号　*３

表示者の氏名又は名称及び住所　　*４
　　　　　　　　○○肥料生産株式会社

　　　　　　　　富山県富山市新総曲輪1番7号

正味重量　　　　２０キログラム　*５

生産した年月　　令和○○年○○月　*６

（原料）　　　　牛ふん、鶏ふん、肉骨粉、わら類、樹皮、骨炭粉末　*７

備考：１　生産に当たって使用された重量の大きい順である。
２　この肥料には、牛由来たん白質が入っていますから、家畜等の口に入らないところで保管・使用し、家畜等に与えたり、牧草地等に施用したりしないで下さい。*８

３　肉骨粉及び骨炭粉末は、牛の脊柱等が混合しないものとして農林水産大臣の確認を受けた工程において製造されたものである。*８
４　腐熟を促進するために尿素を使用したものである。*９
５　牛、めん羊、山羊及び鹿による摂取を防止するために消石灰を５％使用したものである。*８
主要な成分の含有量等　　窒素全量　　　　　３．０％　　　*10
　　　　　　　　　　　　りん酸全量　　　　１．０％　　　*10
　　　　　　　　　　　　加里全量　　　　　０．５％未満　*10
銅全量　　　　　　３５０mg/kg　 *11
亜鉛全量　　　　　９５０mg/kg 　*12
　　　　　　　　　　　　石灰全量　　　　　１５．０％　　*13
　　　　　　　　　　　　炭素窒素比　　　　５　　　　　　*14



フォントサイズ：8.0ポイント以上
*１ 特殊肥料生産業者届出書で届け出たとおりの肥料の名称を記載します。

*２ 動物の排せつ物の場合は、「動物の排せつ物」と記載します。

*３ 県が受理した際の番号を記載します（申請の際は空欄)。

*４ 特殊肥料生産業者届出書で届け出たとおりに記載します。

*５ キログラム単位で表示します。同時に容積量をリットル単位で表示することもできます。容積量（リットル単位）だけを表示することはできません。
*６ 表示方法は次のいずれかの例により記載します。

ア　令和２年４月　　　　イ　２.４　　　　ウ　2020.４

この表示票の中に表示することが困難な場合は、「生産した年月」の欄に記載する場所を表示し、その場所に表示することができます。

*７ 「鶏ふん」、「もみがら」などの最も一般的な名称で原料を表示します。生産に当たって重量の大きい原料から順に記載することとし、表示例のように備考で重量の大きい順であることを記載します。

この表示票の中に表示することが困難な場合は、（原料）の欄に記載する場所を表示し、その場所に表示することができます。

*８ 備考２、３、５については該当する原料を用いている場合に記載します。

*９ 生産に当たって腐熟を促進する材料を用いている場合に、その材料の名称を明記して、このように記載します。

*10 窒素全量、りん酸全量、加里全量については、小数点以下第１位までを％単位で表示します。現物当たりの含有量が0.5％未満の場合は「0.5％未満」と表示することができます。

*11 豚ぷんを原料として使用し、銅全量を現物１キログラム当たり300ミリグラム以上含有する場合に限り表示します。

*12 豚ぷん又は鶏ふんを原料として使用し、亜鉛全量を現物１キログラム当たり900ミリグラム以上含有する場合に限り表示します。

*13 石灰を原料として使用し、石灰全量を現物１キログラム当たり150グラム以上含有する場合に限り表示します。

*14 炭素窒素比は整数で表示します。

*15 主要な成分の含有量等は、現物当たりで表示することが基本ですが、現物当たりでの表示が困難な場合は、表題を「主要な成分の含有量等（乾物当たり）」と記載し、乾物あたりの数字で記載することができます。この場合、炭素窒素比の表示の下に、水分含有量を小数点以下第１位までの数字を％単位で表示します。

*16 ここで表示することが定められた事項以外には、この品質表示の枠の中に記載することはできません。
*17 容器（包装）を用いる場合には、肥料の最小販売単位ごとにその外部の見やすい箇所に表示事項を印刷するか、表示事項を記載した書面を容器（包装）から容易に離れない方法で付けます。

*18 容器（包装）を用いない場合も同様に、表示事項を記載した書面を付けます。
*19 肥料の正味重量が６キログラム未満の場合には、様式の寸法は適宜とします。

*20 表示に用いる文字の色は、背景の色と対照的な色とし、表示に用いる文字は、消費者の見やすい大きさ及び書体とします。
○「肥料の品質の確保等に関する法律に基づく表示」以外の特殊肥料の表示について

（60農蚕第54号）

　『堆肥』、『動物の排せつ物』、『混合特殊肥料』以外の特殊肥料については、下記の様式で包装容器に記載してください。

	

	特　殊　肥　料

	肥料の種類　　　貝化石粉末　　　　

肥料の名称　　　○○貝化石肥料　　　　　

届出を受理した都道府県　　富山県第××△号　　
正味重量　　　　２０キログラム

生産（輸入）した年月　　令和○○年○○月　　

生産（輸入）業者の氏名又は名称及び住所　　

　　　　　　○○肥料生産株式会社

　　　　　　富山県富山市新総曲輪1番7号

販売業者の氏名又は名称及び住所（※販売業者が表示する場合は記載）　　　



備考

１ 容器又は包装の外部に縛り付け、又は縫い付ける場合を除き、様式中最上部２センチメートルの部分は、付けなくてもよい。

２ 様式中の文字及び数字には、日本産業規格Ｚ8305に規定する８ポイント以上の大きさを用いるものとする。

３ 届出受理番号がある場合には、「届出を受理した都道府県」の欄に記載するものとする。

４ 生産した年月をこの様式に従い記載することが困難な場合には、この様式の「生産した年月」の欄に記載箇所を表示の上、他の箇所に記載することができる。なお、販売業者が表示する場合であって、生産した年月を把握していないときは、「生産した年月」の欄を「添付した年月」とし、この表示を添付した年月を記載するものとする。

５ 販売業者の氏名又は名称及び住所を記載する場合には、「生産業者の氏名又は名称及び住所」の欄の下に「販売業者の氏名又は名称及び住所」の文字を付して記載するものとする。

６ 生産に当たって動物由来たん白質（飼料及び飼料添加物の成分規格等に関する省令（昭和51年農林省令第35号）別表第１の２の(1)に定める動物由来たん白質であって、同(1)の表の第２欄に定める確認済みゼラチン等以外のものをいう。）が使用されたものについては、次のいずれかに掲げる区分に応じ、それぞれ次のいずれかに定める事項を記載するものとする。

（ア）牛、めん羊又は山羊（以下「牛等」という。）由来の原料を含まない場合 「この肥料には、動物由来たん白質が入っていますから、家畜の口に入らないところで保管・使用して下さい。」

（注）動物由来たん白質の次に（ ）を付し、（ ）の中にその由来する動物種を記載することができるものとする。

（イ）牛等由来の原料を含む場合又は原料事情等により含む可能性がある場合 「この肥料には、牛等由来たん白質が入っていますから、家畜等の口に入らないところで保管・使用し、家畜等に与えたり、牧草地等に施用したりしないで下さい。」

（注）牛等由来たん白質の次に（ ）を付し、（ ）の中にその由来する動物種を記載することができるものとする。

７ 生産に当たって新規則別表第１号ホの摂取の防止に効果があると認められる材料が使用されたものについては、その材料の名称及び使用量を明記して次の記載例により記載するものとする。また、当該材料が使用された特殊肥料を原料とした場合にあっては、その材料の名称も記載するものとする。
（記載例）
	牛、めん羊、山羊及び鹿による摂取を防止するために消石灰を５％使用したものである。


肥料取締法施行規則第一条第一号ホの規定に基づき、農林水産大臣が指定する材料を定
める件（農林水産省告示第2126号）
１ 肥料の品質の確保等に関する法律施行規則別表第一号ホの農林水産大臣が指定する材料は、次に掲げる材料とする。

一　軽焼マグネシア（肥料の配合に当たって全重量の二十％以上の含有量となるよう使用された場合に限る。）

二　鶏ふん燃焼灰（肥料の配合に当たって全重量の二十％以上の含有量となるよう使用された場合に限る。）

三　消石灰（肥料の配合に当たって全重量の五％以上の含有量となるよう使用された場合に限る。）

四　石灰窒素（肥料の配合に当たって全重量の十％以上の含有量となるよう使用された場合に限る。）

五　とうがらし粉末（肥料の配合に当たって全重量の五％以上の含有量となるよう使用された場合に限る。）

六　パームアッシュ（肥料の配合に当たって全重量の十％以上の含有量となるよう使用された場合に限る。）

七　硫酸アンモニア（肥料の配合に当たって全重量の十％以上の含有量となるよう使用された場合に限る。）

八　硫酸加里（肥料の配合に当たって全重量の十％以上の含有量となるよう使用された場合に限る。）
「肥料の品質の確保等に関する法律に基づく表示」の成分等表示値の誤差の範囲について
	項　　目
	表 示 の 単 位
	誤 差 の 許 容 範 囲

	窒素全量
	パーセント（％）
	表示値が1.5パーセント未満の場合は、プラスマイナス0.3パーセント
表示値が1.5パーセント以上５パーセント未満の場合は、表示値のプラスマイナス20パーセント
表示値が５パーセント以上10パーセント未満の場合は、プラスマイナス１パーセント
表示値が10パーセント以上の場合は、表示値のプラスマイナス10パーセント

	りん酸全量
	パーセント（％）
	

	加里全量
	パーセント（％）
	

	銅全量
	１ｷﾛｸﾞﾗﾑ当たりﾐﾘｸﾞﾗﾑ（ｍg/kg）
	表示値のプラスマイナス30パーセント

	亜鉛全量
	１ｷﾛｸﾞﾗﾑ当たりﾐﾘｸﾞﾗﾑ（ｍg/kg）
	表示値のプラスマイナス30パーセント

	石灰全量
	パーセント（％）
	表示値のプラスマイナス20パーセント

	炭素窒素比
	―
	表示値のプラスマイナス30パーセント

	水分含有量
	パーセント（％）
	表示値のプラスマイナス20パーセント


混合特殊肥料の表示例（農林水産省HPの肥料制度の見直し説明会資料より抜粋）
氏名部分に


押印は不要です





富山肥料販売株式会社





富山城址


公園





富山駅





２㎝以上








